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要 旨:鉢植えのスギ支!J今 3 年生簡を丹jい，凍告をt立iEi1案内で発生させ3 被害の現われ方を主軸の

1枠制的観察によって調査した。ミ'1:.[肢を主'1~11組織内の樹脂状物質の変形ならびに消長((習い?と。被警部

イセでは樹脂状物質が内枯I皮，外樹皮の全国にわたって小型化したり，変形するなどの形態的変化を示

したの Jm被害部位では樹脂状物資は外樹皮，内桔I皮，形成層帯，木古 5，および絡に存夜し，円形を示

すのがふつうであったっ

はじめに

?酉 )p) は林木の寒さのミJ;:に関して反行p 怒!孔'~などの内容を規定している。筆者引土酒井と異なった実

験による観察の結巣から，減7号，寒風?乙乾燥ぎそれぞれについて2 害の組りブJつを区別しているが，今回

はそれらの違いを被守木の解剖による観察によって区別できるかどうかを調査した。今日はまず人為的に

ilf!害を発生させたスギ 1'11'の凍努部位と正常と思われる百五位とを比較した。

材料と方法

材料として使用したスギは青森包P林局大鰐営体署管内で造林事業用として採取した穏子を用いて東北支

場iÏl加で義的したもので， 1976 年表の 2 則自の床替えの特にi古径 20 cm の素焼鉢に移備した。また，冬

期に雪でおおわれないように前焔のJt屋根のードのこし中に埋めて段き，処理

する当日!と掘り出して用いた。

凍'，+~を発生させるために行なった低温処町一は 7 低 tl~lの恒日目安を用いて 17

時から翌汽の 91時までの 16 時間行なったが9 急激な計ul1支変化を避けるた

め2 処理前後 4 時間かけて外気温から処理ね皮-lOr~-300 C まで降 iごあ

るいは上昇させた。また， 'tlii民主では根部の滅容を防ぐため，マントノレヒ

ーターによって根を保護したの処玉里実験は生長停止期の 10 月末から翌年

3)] まで毎月 1 凶行なった。なお， 同時に比較のため無処思前も調促し

7こ。

顕微解剖j用試料は低温処王子後 10 日頃より 6 か凡後位まで，約 40*の古

木を使用し，随時連続切片を作った。 試料として採J以した部位は主軸被宮
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凶1. 切片を作成した荷

木の部位
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関 2. 無被害個休の主軸の~t:.長点とその付近，黒丸が樹脂状物質
矢印が生長点， Pi: 縫

図 3. 無被害部位の横断面
的:外樹皮， ib: 内樹皮， ca: 形成層， x: 木部



スキ:、凍当組織の年!日i内観察(研究資料) (村)i .古)11) - 27--

凶 4 凶 3 と i司 ι 切 fl の髄付近

宗一メしがλ 状物ft
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図 5. 悶 1 における被告係位 1 の店主新商
外1M皮 (ob) 付近では樹脂状物質が拡散しているようであるが，
内樹皮，形成l逗および木古iíでは観察されない。
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1Z16. 図 l における 2 の横断阿

内樹皮では樹脂状物質が拡散しているようであるが，形成層請には多くのこの物
質が集約している。また，水路の放射組織 (r) にも， ζ の物質が入っているの

間 7. 凶 6 と同一切片の髄付近

tをおよびその付況には多くの樹時

状物質が祭政している。



スギi点主主J1織の W(奇Ijr(~観察 COLj'己資料) (村引. r1� JII) 

間8.閃 1 における 3 の横断1"
外樹皮とド皮の一郎で柏旨状物が拡散しといるが， Iプヲ枇皮の]巴Jr!i:J!'li近くと形成層
の樹脂状物はほぼ正常な1訟を:ユしているのまた，木郊の樹JWd氏物質も正常である。

[τ19. 図 8 と付i 切!【I

本 )~j)の放刻制l織 (r) Iこ断続的 lと樹脂状物質がはられる。
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関 10. 図 l の 5 の内樹皮の横断面

樹脂状物質の一部が小型化しているの

部の下部付近(関-1) と被害部最下

部より 1~2cm 下方にある無被害

部を含めた部分(図-1) である。

活t乏にはブアン液(ピクワン酸

飽和水溶液 75 CC，ホノレ7 リン 25 CC , 

噂! 氷酢酸 5c吋を用い，回定酬は 24
轟 i 時聞から酬によっては 1~2 かよj

聞であった。 間定後エチルアJレコ

ノレで脱水し，第 3 ブチ Jレア Jレコール

でパラフィンに誘導し，パラフィン

lこ包昭一!した。切片はミノット式ミク

ロトームで作成したが，試料の大き

いものや，乾燥して向く 9 通常の方法

では切片の作り難いものはセロハン

テープによるかj片法引で作成した。

悶-1(こぶした郎分， T古木の被宮部

と被害の認められない部位との境付

近 1~~2 cm を 10~~ 15 ミクロンの j字

さで連続切片を作って観察に供し

7こ。

染色はニューブクシン(マジェン

タ班)とファストグリーン FCF による二重染色を行なった。なお，解剖的子j去の詳細については市Jt伊

で述べた。

観察結果

外観 1:.被害の認められない一白木では形成層帯や内樹J丸外樹皮および慌に行夜する樹脂状物質(図 2，

3, 4) は円形または楕円形を黙していた。

また，木部の樹脂細胞にも樹脂状物質引がff夜していた。 この傾向は 10 月末から 3 刀宋までの間，無

被害組織の観察で明らかになった。

被害のみられる部位の境界付近およびそれよりも上部(図。の解剖的観療の結果，被吉+形態について

ほぼ共通していえるととは，無被害{肉体で観察されたような形の樹脂状物質が認められないことである c

無被害部位の樹脂状物質は円形または楕円明を呈していたが，被害を受けると何らかの変化を示した。

図-5 fご示したように， 附 l の 1 j;J 近では樹脂状物質は， 外樹皮42除いてはほとんど消火したように見

える。また，木部内の樹脂状物質も観察されなかった。しかし2 図 l の 2 付近では外樹皮のみならず，内

樹皮でも樹脂状物質の拡散がみられた。形成層帯では拡散したとの物質が集積している様相を長い木部

の放射組織に入っており，乙れが髄にまで杭いている標本が多かった(凶-6， 7) 。

関-1 の 3 付近では外樹!支と‘内樹皮の外出皮lと近い部分では，樹脂状物質は鉱散していた。これにたい

い形成層帯および内樹皮の形成層帯に近い部分ではヲ この物質はほぼ正常な形を主していた(図-8) 。
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とのような傾向は風と低ねとの組介せ処引により被害を受けた個体 (71ぇ発表)よりも，低温処理のみの場

合に多く観察された。また，同」百五伎の木部の放射組織には樹脂t!~物質が断続(1''] 1こ見られた(閥的。

I:sHOIと示したように，図 1 の 4 では内外樹皮の桁11日状物質 ti，拡散はしていないが，正常な形よりも

一層小さい校として存在していた。この:'\f5{'I:1ま外観上表皮がぶ変していたわ

以上が低nA処理をし，被;与のみられる :rlH立の令般的似l旬として飢察されたものでああ。 ζ れらの結果か

らの治定ではあるが，樹脂:氏物質は低nJにより変化し，被古の境界イ、j ;立す、で降下し，ヰ告に形成j同dl-Z，木部

の放射組織p および髄やその付近に集積するのではないかと弘われる。
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